
FormFormForm No.No.No. 3367-9233367-9233367-923 RevRevRev BBB

油油油圧圧圧オオオイイイルルルリリリーーークククデデディィィテテテクククタタタ・・・キキキッッットトト
Greensmaster®Greensmaster®Greensmaster® 3300/34003300/34003300/3400 シシシリリリーーーズズズ トトトリリリフフフレレレッッックククススス・・・トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト用用用
モモモデデデルルル番番番号号号047150471504715

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

リークディテクタタンク 1

ストレートフィッティング 1

インジケータランプ 1

音声アラーム 1

オイルレベルセンサー 1

バルブホース 1

六角ヘッドボルト（1/4 x 2 インチ） 2

シールド 1

ホース･クランプ 4

ソレノイドバルブ・アセンブリ 1

90度油圧フィッティング 2

90度油圧フィッティング（ビーズ加工付き） 1

オイルレベルカバー 1

ワイヤハーネス 1

遅延タイマー（ディーゼルモデル用） 1

オイルレベルカバー（ディーゼルモデル
用）

1

オイルレベルカバー（ガソリンモデル用） 1

111

オーバーフローホース 1

リークディテクタを取り付けます。

222 必要なパーツはありません。 – リークディテクタの動作を確認します。
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1
リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 リークディテクタタンク

1 ストレートフィッティング

1 インジケータランプ

1 音声アラーム

1 オイルレベルセンサー

1 バルブホース

2 六角ヘッドボルト（1/4 x 2 インチ）

1 シールド

4 ホース･クランプ

1 ソレノイドバルブ・アセンブリ

2 90度油圧フィッティング

1 90度油圧フィッティング（ビーズ加工付き）

1 オイルレベルカバー

1 ワイヤハーネス

1 遅延タイマー（ディーゼルモデル用）

1 オイルレベルカバー（ディーゼルモデル用）

1 オイルレベルカバー（ガソリンモデル用）

1 オーバーフローホース

手手手順順順

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、
キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛ける。

2. コンソールアームカバーを固定している六
角ねじを外してカバーを取り外す。

注注注 コンソールアームカバーとねじ類は保
管する。

3. （ディーゼルモデルの場合）ワイヤハーネス
の配線を行う：インジケータランプとアラー
ムのリード線をコンソールアームに入れ、
運転席下のメインワイヤハーネスに沿って
機体の反対側へ延ばし、そこから運転席後
部、左側レールに沿って配設し、オイルレ
ベルセンサーとソレノイドバルブのリード
線をメインの油圧オイルタンクまで導く。

注注注 （ディーゼルモデルの場合）ケーブルタ
イを使ってこのハーネスをメインのワイヤ
ハーネスおよびフレーム部材に縛り付け、

ハーネスが可動部や高音部に触れる危険が
ないことを確認してください。

4. コンソールアームパネルについているプラ
グを打ち抜いてインジケータランプを取り
付ける。

5. インジケータランプのコネクタをメインの
ワイヤハーネスに接続（ガソリンモデルの
場合）またはキットから敷設したハーネス
に接続する（ディーゼルモデルの場合）。

6. 音声アラームをコンソールアームのフレー
ムに取り付ける（図 1）。

図図図 111

1. コンソールアームフレーム 3. ねじ山付きリング

2. 音声アラーム

7. 音声アラームをメインのワイヤハーネスに接
続（ガソリンモデルの場合）またはキット
から敷設したハーネスに接続する（ディー
ゼルモデルの場合）。

8. ワームねじで締めているクランプをゆるめ
てホーバーフローホースを外す（図 2）。

注注注外したオーバーフローホースは廃棄する。

2



図図図 222

1. オーバーフローホース

9. 外側ハウジングを主油圧タンクに固定してい
るボルト（4本）とスペーサ（4個）を外す。

注注注 外したボルトとスペーサは、リークディ
テクタをメインタンクに取り付けるのに使
用しますから保管してください。

10.メイン油圧タンクから外側ハウジングを取
り外す。

11.付属部品の中から、マシンに合うオイルレ
ベルカバーを探し出す。

重重重要要要 オオオイイイルルルレレレベベベルルルカカカバババーーーははは、、、ガガガソソソリリリンンンモモモデデデ
ルルル用用用とととデデディィィーーーゼゼゼルルルモモモデデデルルル用用用ののの二二二種種種類類類がががああありりり
ままますすす。。。デデディィィーーーゼゼゼルルルモモモデデデルルル用用用のののカカカバババーーーはははガガガソソソ
リリリンンンモモモデデデルルル用用用よよよりりりももも長長長くくく、、、ＤＤＤととと刻刻刻印印印ささされれれててて
いいいるるる場場場合合合もももああありりりままますすす。。。

12.オイルレベルカバーに（ディーゼルモデルの
場合）遅延タイマーを取り付ける（図 3）。

図図図 333

1. 遅延タイマー（ディーゼル
モデルのみ）

3. メイン油圧タンク

2. オイルレベルカバー

13.オイルレベルカバーをセットする（まだ油
圧オイルタンクに固定しない）（図 3）。

14.ソレノイドバルブの前後に油圧フィッティ
ング（90 度：2個）を取り付ける（図 4）。

図図図 444

1. ソレノイドバルブ 2. 90度油圧フィッティング（2
個）

注注注 ホースを接続したときにホースが地表面
と平行になるように、90度油圧フィッティ
ングの角度調整を行う。

15.ビード加工されている90度油圧フィッ
ティングをメイン油圧タンクに取り付ける
（図 5）。

図図図 555

1. 90度油圧フィッティング
（ビーズ加工付き）

4. オイルレベルカバー

2. シールドブラケット（2個） 5. ソレノイドバルブ・アセンブリ

3. 六角ヘッドボルト（2本）

16.ソレノイドバルブの前側に取り付けた90度
油圧フィッティングにタンク用バルブホー
スの端部を接続し、ウォームねじクランプ
で固定する。

17.タンク用バルブホースのもう一方の端部に
もウォームねじクランプを通す。
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18.タンク用バルブホースのフリー側の端部をメ
インの油圧オイルタンクについている90度
油圧フィッティング（ビーズ加工付き）に
接続する（ソレノイドバルブ・アセンブリ
をオイルレベルカバーに降ろしながら）。

19.オイルレベルカバーとソレノイドバルブ・
アセンブリを、メインの油圧オイルタンク
に取り付ける；六角ヘッドボルト（2本）と
シールドブラケットを使用する（図 3）。

注注注 ボルトを取り付ける前に、ボルトの先端
のねじ部の 2 山か3 山にネバーシーズを
塗布してください。

20.タンクバルブホースの端部を、90度油圧
フィッティング（ビーズ加工付き）に接続
し、ウォームねじクランプで固定する。

21.リークディテクタタンクの底部にある開口
部にストレート油圧フィッティングを取り
付ける（図 6）。

図図図 666

1. ストレートフィッティング 2. リークディテクタタンク

22.バルブホースの端部を、ソレノイドバルブの
後側に取り付けた90度油圧フィッティングに
接続し、ウォームねじクランプで固定する。

23.バルブホースのもう一方の端部にもウォー
ムねじクランプを通し、リークディテクタ
タンクのストレート油圧フィッティングに
取り付け固定する。

24.オーバーフローホースの未接続端部を、リー
クディテクタタンクのチューブに取り付け、
ウォームねじクランプで固定する（図 2）。

25.（ディーゼルモデルの場合）遅延タイマー
のコネクタをワイヤハーネスのコネクタに
接続する。

26.ソレノイドバルブのコネクタを、ワイヤハー
ネスのコネクタ（Leak Detector Solenoid
という表示がある）に接続する。

27.メイン油圧オイルタンクについているプラ
グを抜いて油圧オイルレベルセンサーを取
り付ける（図 7）。

注注注油圧オイルレベルセンサーを取り付けてい
る各ナットについている矢印が下向きになっ
ていることを確認してください（図 7）。

図図図 777

1. メイン油圧オイルタンクのこ
こからプラグを外す

2. ナットについている矢印（2
個）

28.オイルレベルセンサーのコネクタを、ワイヤ
ハーネスのコネクタ（Leak Detector Switch
という表示がある）に接続する。

29.リークディテクタタンクをメイン油圧オイ
ルタンクに固定する；先のステップ 9 で外
して保管していたボルト（4本）とスペーサ
（4個）を使用する。

30.すべてのフィッティングがゆるみなく締まっ
ていることを確認する。

31.ブリーザを外して捨て、メイン油圧オイ
ルタンクの一番上まで油圧オイルを入れる
（図 8）。
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図図図 888

1. プラグ（ブリーザを捨ててこ
のプラグをつける）

3. 点検窓

2. メインタンクが一杯になるま
でここからオイルを入れる

32.ブリーザに代えてプラグを取り付ける
（図 8）。

33.リークディテクタタンクに油圧オイルを入
れる；オイルの量は、タンクの点検窓の中
央位置まで（図 8）。

34.リークディテクタのタンクに、油圧フィッ
ティング、ブリーザアダプタ、ブリーザを
取り付ける（図 9）。

図図図 999

1. リークディテクタタンク 3. ブリーザアダプタ

2. ブリーザ 4. 油圧フィッティング

35.ステップ 2 で外した六角ねじを使ってコン
ソールアームカバーを取り付ける。

2
リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの動動動作作作ををを確確確認認認すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

シシシススステテテムムムののの動動動作作作ををを確確確認認認すすするるる

リークディテクタシステムは、油圧オイルの
漏れをいち早く知らせるための装置です。メイ
ンタンクの中のオイルの量が 118 - 177 ml 少
なくなると、タンク内部にあるオイルレベルセ
ンサーのフロートスイッチが作動します。そし
て一秒後にアラームが鳴ってオペレータに知ら
せます（図 10）。運転中にオイルが熱で膨張
して体積が増加しますが、この増加分は補助タ
ンクに逃がされます。そして、エンジンを停止
させると、逃がされていたオイルがメインタン
クに戻されます。

図図図 101010

始動前（オイルは低温）

1. 補給プラグ 5. 電磁リターンバルブは開い
ている

2. 補給管 6. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

3. オーバーフローチューブ 7. 警告ブザー： アラームなし

4. 点検窓 8. オイルレベル（低温時）
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図図図 111111

通常状態（オイルは高温）

1. 電磁リターンバルブは開い
ている

3. 警告ブザー： アラームなし

2. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

4. オイルレベル（高温時）

図図図 121212

リーク警告！

1. フロートが下がりスイッチ
が閉じる；オイル量が 118 -
177 ml 低下

3. オイルレベル（高温時）

2. ブザーが鳴る

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの動動動作作作ををを確確確認認認すすするるる

1. 始動キーを ON 位置にセットし、エンジン
を始動させる。

2. タンクの首部から油圧タンク用プラグを取
り外す。

3. Iよごれのない鉄の棒やねじ回しなどをタン
クの首から差し込んで、オイルレベルセン
サーのフロート（図 13）を押し下げる：一
秒後にアラームがなれば正常。

図図図 131313

1. 汚れのない棒やドライバ 3. 警告ブザー

2. フロートを軽く押さえる

4. 押さえていたフロートを離す：アラームが
停止すれば正常。

5. ソトレーナスクリーンと油圧タンクプラグ
を取り付ける。

6. 始動キーをOFF 位置にもどして終了。
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